









































































































































































































































































































































































































































































































ハor七a （μq　cholestero1／mg　dry　weight｝Fraction Group1　　　　　2　　　　　　　　　　4　　　　　5 6 7 8 9　　　10
rPota1 C
一cholesセero1Ch
★♪★　　★　　　　★ P《0．01E 金★★★ ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★金★★★
’ 3‡’’’’”°3ξ．：：’：c：：：：：；：：2’：只：’3：33c“：：　”．　　・ P ?Ca1 ：．．’ξ88833．◆．．．3．．．．．．．．．．．8．．．．‘．・・・・・…
E＋Ca1
一　　　頃　　　≡ ≡　　　　　●●　　　　● 一　　　　・　　　　一 一　　　　　《 一　　　　●　　　一　　　一　　　　，　　　一　　　■　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　●　　　’　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　■　　　一　　　一　　　一 一 一　　　一　　　・　　　　一　　　・ 一 一 一 一 一　　　’　　　●
Elasヒin CCh
一cholestero1 pく0．05E ★““★“★★“★★★★“ 　　　　　　　　　　Pく0・．01Ca1 83コ383‘・88888．1838ξ883■　■　●　●　●　■　■　◆　■　■　■　●　■　■　■　●　◆　●　■　●　■　●　　　●　●　■　　　“　■　．　●　●　●
E＋Ca1




一　　　一　　　　一 一　　　一　　　　一　　　・ 一　　　　・　　　　一 ．　　　　・ 一　　一　　　一　　　●　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　・　　　一　　　・　　　●
GlycoptoteinC
一cholestero1ChE ★古
Ca1 ；；3
E＋Ca1
．　　　一　　　　一
GAG
　 一　　　　一　　　　●　　　　一
一cholesteτ01
一　　　　一　　　　一?? 　一　　　　’
・　◆　　・　　●
一　　　一　　一　　　一　　●　　■　　一　　・
Ca1
一　　　一　　　一 一　　　　一　　　　一　　　一
亙十Ca1－　　　　一　　　一
一　　　　一 一　　　一　　　一
Fig．4Effects　of　elastase（E）and　calcitonin（cal）on　the　total　contents　and　the　distribution　in
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質低下作用と，エラスチン画分のコレステロール
の低下を比較中で，クロフィブレートのごとく血
中脂質を低下してもエラスチソ画分のコレステロ
ールの低下は著しくなく，むしろ，エラスターゼ
やカルチトニンはエラスチン画分のコレステロー
ルを低下させる作用が著しい33）（Fig．4参照）．こ
のことは血中脂質低下作用と動脈の脂質低下作用
とは一致しない可能性を示唆したものと考えられ
る．このことから，今後，動脈硬化治療薬は血清
脂質低下薬だけでなく，血管の代謝を調節する因
子に影響を与える薬物が望まれる．さらに，現
在，動脈の代謝調節を担っている内皮細胞や平滑
筋細胞の正常時と動脈硬化の時での差が明らかに
されつつあって，これらの細胞の代謝調節が行え
る薬物の登場が期待される．
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